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『日本語日常会話コーパス』データ公開方針
――法的・倫理的な観点からの検討を踏まえて――

小磯花絵a　　伝　康晴b

a国立国語研究所 研究系 音声言語研究領域 
b千葉大学／国立国語研究所 研究系 音声言語研究領域 客員教授

要旨
　現在，国立国語研究所の機関拠点型基幹研究プロジェクト「大規模日常会話コーパスに基づく話
し言葉の多角的研究」で構築している『日本語日常会話コーパス』（CEJC）には，例えば自宅での
家族との会話や飲食店での友人との会話，職場での同僚との打ち合せ，学校での同級生との雑談，
散策時や車中の会話など，実に多様な場面の会話が含まれる。本コーパスは，音声データや転記テ
キストだけでなく，映像データについても公開する方針だが，こうした日常生活の中で記録された
会話を，映像データも含めて公開したコーパスはこれまでにほとんど存在せず，データ公開のため
の方針を確立する必要がある。例えば，日常場面の会話を録画すると，映像データには公開の承諾
を得ていない第三者の顔やテレビなどの著作物の写り込みが多く見られる。そこで，これまでに収
録した多様な会話データをもとに具体的な問題を洗い出し，その対応について，肖像権や個人情報
保護，著作権などの観点から，知財関連を専門とする弁護士と相談を重ねてきた。本稿では，これ
ら一連の検討・議論を踏まえて定めた CEJCのデータ公開方針について報告する *。

キーワード：『日本語日常会話コーパス』，データ公開方針，肖像権，著作権，個人情報保護法

1. はじめに

　国立国語研究所では，2016年度より機関拠点型基幹研究プロジェクト「大規模日常会話コー
パスに基づく話し言葉の多角的研究」（2016～ 2021年度）を開始した（小磯 2017）。このプロ
ジェクトでは，さまざまなタイプの日常会話 200時間をバランス良く収録した『日本語日常会話
コーパス』（Corpus of Everyday Japanese Conversation，以下 CEJC）の構築を進めている（小磯ほか
2017）。
　これまで公開された日本語の会話コーパスは，親近者同士の雑談や電話会話，職場会話といっ
たように，話者や会話形式，場面などに偏りが見られる。また，例え雑談を扱うコーパスであっ
ても，収録のために集められた状況，つまり個人の生活と切り離された状況でなされた会話が主
な対象であることが多い。特に会話の音声や映像を公開するコーパスについては，日常場面の会
話を対象とするものはほとんど存在しない。個人の生活の中で営まれる会話には多くの個人情報
が含まれているため，音声・映像データの公開が容易ではないことが一因であると考えられる。

* 本稿の内容は 2017年 3月 1日のシンポジウム「日常会話コーパス」IIにおけるパネルセッション「日常会
話データの公開における倫理的・法的な問題について」および 2017年 9月 6日の「言語資源活用ワークショッ
プ 2017」での発表の内容に加筆・修正したものである。これらの発表時に有益なコメントをくださった方々
に感謝申し上げる。
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しかし，日常生活の中で我々が言葉をいかに用い，どのような仕組みで人とコミュニケーション
をとっているのか，また日常場面でのさまざまな活動を言葉や身体を用いていかに組織化してい
るのかといったことを問うには，まさに日常生活の中で自然に営まれた会話を対象に，音声・映
像まで含めたデータの公開が不可欠である。
　そこで本プロジェクトでは，次に挙げる三つの方針を立て，CEJCの構築を進めている。

1. 日常場面の中で当事者たち自身の動機や目的によって自然に生じた会話を対象とする
2. バランスを考慮して日常生活の多様な場面の会話を扱う
3. 音声データや転記テキストだけでなく映像データも収録・公開の対象とする

　これまで収集したデータの中には，例えば自宅での家族との会話や飲食店での友人との会話，
職場での同僚との打ち合せ，学校での同級生との雑談，散策時や車中の会話など，多様な場面の
会話が含まれる。例えば飲食店で収録した会話には，周りの客の顔や声が映像・音声データに写
り込むことも多い。また，料理を注文する際に店員と会話したり，会話の最中に知人から電話が
かかってきたり，BGMやテレビ画面が音声データや映像データに写り込むこともある。こうし
た日常生活における多様な場面の会話を映像を含めて一般に公開するというのは世界でも初めて
の試みであり，挑戦的な課題である。従来，当然公開されるべきでありながら，構築段階でデー
タの法的・倫理的な問題の扱いを十分に検討しなかった結果，公開に至らなかった話し言葉のコー
パスが数多く存在する（Maekawa 2015）。こうした事態に陥らないよう，法的・倫理的な観点か
らの入念なる検討が不可欠である。
　国立国語研究所では大規模な話し言葉のコーパスとして『日本語話し言葉コーパス』（CSJ）
を構築・公開した（国立国語研究所 2006）。しかし CSJは，音声を文字化する際の資料として映
像データを収録したが公開はしておらず，映像データ公開についての知見がない。また CSJは
学会発表やスタジオでの一般人によるスピーチといった独話が中心であり，一部含まれている対
話もスタジオでの録音であるため，先に述べたような収録・公開の同意を得ていない第三者が写
り込むことはない。よってこうした事例の対応法についても十分な知識がない。
　そこでプロジェクトを開始するにあたり，準備研究として，日常場面の会話を映像を含めて収
録・公開することの可能性や生じうる問題について，知財関連を専門とする弁護士と相談しなが
ら検討を進めた 1。この検討に基づき，会話の収録方法や公開方針の骨子を策定し，2016年度よ
り会話の収録・整備を進めた。2016年 12月，収録会話が 100時間ほど集まった段階で具体的な
問題を洗い出し，再度弁護士と相談した上で，データ公開方針の原案を策定した。この原案を中
心に，2017年 3月 1日開催の公開シンポジウム「日常会話コーパス」IIにおけるパネルセッショ
ン「日常会話データの公開における倫理的・法的な問題について」において，関連分野の研究者
を交じえ，データの公開方針について議論した。

1 国立国語研究所共同研究プロジェクト「均衡性を考慮した大規模日本語会話コーパス構築に向けた基盤整
備」（プロジェクトリーダー：小磯花絵，2014年 7月～ 2015年 8月）



 小磯花絵・伝　康晴／国立国語研究所論集 15: 75–89 (2018) 77

　本稿では，これら一連の検討・議論を踏まえて定めた CEJCのデータ公開方針について，その
背景となる法的・倫理的な観点も含めて報告する。
　2節では，収録の前に会話に参加する人と交わす会話収録・公開に関する同意の手続き，およ
び説明文書・同意書におけるデータ公開条件について述べる。これが，CEJCを公開する際の基
本方針となる。3節では，これまでに収録したデータに見られる公開時の問題について法的・倫
理的な観点から整理し，本コーパスにおける映像・音声・転記データの公開方針を示す。3.1節
では映像・音声データへの写り込みの問題を，3.2節では個人情報等に関わる問題を，3.3節では
それ以外の問題を扱う。3.4節において，協力者へのヒアリングとオプトアウトの機会について
補足する。

2. 会話収録・公開に関する同意取得の手続きおよびデータ公開の条件

2.1 会話収録・公開に関する同意取得の手続き

　CEJCでは，日常場面の中で当事者たち自身の動機や目的によって自然に生じた会話をバラン
ス良く集めるために，調査に協力してくれる一般の人（以下，協力者）にビデオカメラや ICレコー
ダーなどの収録機材を 2～ 3ヶ月間ほど貸し出し，自身の日常生活の中で生じる会話を協力者本
人に収録してもらうという方法を主として採用している 2。
　この収録法では，調査者は収録の場に介在しない。そのため，会話に参加する人（会話者）へ
の収録の趣旨説明やデータ収録・公開に関する同意書への署名の依頼などは，協力者が担当する
ことになる。同意取得の手続きの概要は次の通りである（詳細は田中ほか（2018a, b）参照）。
　協力者は，会話を収録する前に，説明文書，およびその概要を分かりやすくまとめた説明用の
ビラに基づき，会話者に対して収録の趣旨やデータの公開方法・公開条件などについて説明した
上で，全ての会話者からデータ収録・公開に関する同意書への署名をもらった場合に限り，会話
を収録する 3。1人でも同意しない人がいた場合，その会話は収録しない。同意書には公開を望ま
ない箇所を記載する欄を設けており，収録終了後に，協力者は会話者に非公開箇所の希望がない
かを聴取し，あればその欄に記入する。データの公開条件については次節で言及する。
　説明文書・同意書は，1人につき 2枚用意しており，1枚は会話者が保管，もう 1枚は協力者
を介して国立国語研究所で保管する。会話者が未成年の場合，保護者の署名も求める。よって，
保護者の同意なくして未成年者を含む会話が収録されることはない。
　説明文書の裏，同意書の横の頁に，同意撤回書を付けており，後日，公開の同意を撤回したい
場合にこの書類を利用するよう，協力者から会話者に説明してもらう。同意撤回の申し出があっ
た場合，収録した会話データは破棄され，公開対象から外される。

2 職場での会議や接客場面の会話など，この方法では収録が難しいと思われる場面については，プロジェク
トメンバー（調査者）が主体となり収録する方法で補完する。収録の詳細については田中ほか（2018a, b）を
参照のこと。
3事前に調査の趣旨や公開方法などを見てもらえるよう，同内容を記載したホームページも作成して公開して
いる。
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2.2 説明文書・同意書におけるデータ公開条件

　同意書に記されたデータ公開に関する条件が，CEJCとして会話データを公開する際の基本方
針となる。以下に同意書における該当箇所の文言を示す（同意書など，収録に関わる一連の文書・
資料等は，田中ほか（2018b）の付録を参照のこと）。
　条件の第 1項は，国立国語研究所が定める研究教育利用・商業利用（統計情報利用）の条件に
同意し契約を交わした者に対して公開する場合のものである。本プロジェクトではこの形での公
開を主たる方法として予定している。

　第 1項では，（1）会話者が特定できる情報のうち，会話者の名前，所属組織の名称，自宅・所
属組織の住所・電話番号の情報，および，（2）会話者が公開を望まない箇所（同意書で非公開の
希望を記した箇所）の情報が分からないよう，会話の音声と文字化資料（転記テキスト）を加工
することを定めている。一方，映像の加工についての条件はない。よって，会話者の顔にボカシ
などの処理を加えずに公開することとなる。会話者の顔にボカシを加えず公開するということが
会話者に明確に伝わるよう，写真を用いて公開方法を具体的に説明したビラ（図 1参照）を用意
し，説明の際の補足資料として活用している。
　条件の第 2項は，インターネット等での配信など，今後の公開の可能性を考慮して設けた条件
であり，本プロジェクトでは当面対応する予定はない。そこで以下では，条件の第 1項の公開方
法に焦点を当てて議論を進める。

3. データ公開に伴う問題の整理と公開方針

　本節では，これまでに収録したデータに見られる公開時の問題について，法的・倫理的な観点
から整理し，定めた公開方針について述べる。これらは，実例に基づく問題を整理した上で，知
財関連を専門とする弁護士との相談やセミナー，プロジェクト主催のシンポジウム，著作権法や
肖像権，個人情報等に関する書籍など（文化庁編著 2017，鈴木 2014，大家 2011，佃 2010，岡村

　私は、◯◯氏から、「大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」に関する説明を受け、
この調査への参加、および、この調査において記録された私の映像・音声・文字化資料、研究用情報、
フェイスシートに記入した情報、会話状況情報等の公開について、以下の条件のもとに同意します。

 1． 国立国語研究所が定める研究教育利用・商業利用（統計情報利用）の条件に同意し契約を交わ
した者に対して公開する際には、データに以下の処理をほどこす。
・ 私の名前、学校や会社など私が所属する組織の名称、自宅・所属組織の住所・電話番号の音
声が聞こえないように加工し、文字化資料においても、仮

かめい

名や伏せ字に置き換えるなどの処
理をする。
・私が公開を望まない箇所の音声・文字化資料も同様に加工する。

 2． 第 1項以外の方法での公開については、上記に加え、顔の一部にボカシを加えるなど、私個人
が特定できないように映像を加工する。また、会話全体ではなく短いシーンごとの映像・音声
の公開に留める。
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2017，宇賀 2016）を参考に筆者がとりまとめたものである 4。法律等の解釈の誤りや方針の妥当
性の問題などがあれば，それらは全て筆者の責任である。
　本節では，以下の三つに分けて議論する。

1. 映像・音声データへの写り込みの問題
2. 個人情報等に関わる問題
3. その他の問題

4 福井健策弁護士との法律相談，本プロジェクト開始前に参加した同弁護士による「資料の研究・公開と個
人情報の利活用ルール」に関するセミナー（2014年 12月 18日開催），本プロジェクト主催のパネルセッショ
ン「日常会話データの公開における倫理的・法的な問題について」（2017年 3月 1日）における西野暢助氏（人
間文化研究機構）の報告などを参考に，筆者がとりまとめた。またデータの公開方針は，同パネルセッショ
ンにおける関連分野の研究者の意見なども反映させ，最終的に定めたものである。

図 1　 説明用のビラの裏面：映像・音声・転記テキストの対応についての箇所の抜粋
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3.1 映像・音声データへの写り込み

　日常での会話を収録すると，例えばテレビの画面や音，BGMなどの音楽，個人で撮影した写
真やビデオ，会議の非公開資料，収録・公開の同意を得ていない第三者の顔や話している声，名
前や所属，住所が記された名刺や表札などが，映像データや音声データに写り込むことがよくあ
る。これらを，問題の対処の観点から整理すると，（1）著作物の写り込み，（2）収録・公開の同
意を得ていない第三者の容貌の写り込み，（3）第三者の発話の写り込み，（4）個人情報の写り込
みの四つに分類できる。このうち（4）の個人情報については，写り込みか否かを区別せず，3.2

節でまとめて言及する。本節では（1）から（3）について言及する。

3.1.1 著作物の写り込み
■問題の整理
　収録された会話には，テレビの画面や音，壁にかけてある絵画やポスター，BGMなどの音楽，
書籍や雑誌の表紙や中身など，いわゆる著作物の写り込みが多く見られる。こうした著作物の写
り込みの問題は，著作権法の第 30条の 2「付随対象著作物の利用」，いわゆる「写り込み」等に
係る規定が関わる。以下にその条文を示す。

（付随対象著作物の利用）
第 30条の 2　写真の撮影，録音又は録画（以下この項において「写真の撮影等」という。）の方法によ
つて著作物を創作するに当たつて，当該著作物（以下この条において「写真等著作物」という。）に係
る写真の撮影等の対象とする事物又は音から分離することが困難であるため付随して対象となる事物
又は音に係る他の著作物（当該写真等著作物における軽微な構成部分となるものに限る。以下この条
において「付随対象著作物」という。）は，当該創作に伴つて複製又は翻案することができる。ただし，
当該付随対象著作物の種類及び用途並びに当該複製又は翻案の態様に照らし著作権者の利益を不当に
害することとなる場合は，この限りでない。
2　前項の規定により複製又は翻案された付随対象著作物は，同項に規定する写真等著作物の利用に伴
つて利用することができる。ただし，当該付随対象著作物の種類及び用途並びに当該利用の態様に照
らし著作権者の利益を不当に害することとなる場合は，この限りでない。

　この規定は，写真撮影や映像・音声収録によって著作物を創作する際，ほかの著作物（例えば
テレビの画面や音など）が写り込んでしまった場合に，それが著作権の侵害行為に当たらない範
囲を定めたものである。
　上の条文を整理すると，次の四つにまとめることができる。

（1）写真や映像・音声などの撮影・収録によって複製または翻案されたものであること
（2）撮影等の対象とする事物又は音から分離することが困難であること
（3）当該写真等著作物における軽微な構成部分であること
（4）著作権者の利益を不当に害するものではないこと

　CEJCは映像・音声の収録であるため（1）の範囲内である。また CEJCでは，日常場面で自
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然に生じる会話の収録が対象となる。そのため，例えば自宅での夕食時にテレビを見ながら食事
をし雑談を交わすことが日常的になされているならば，その収録においてテレビの画面や音声が
写り込むことは不可避と言える。これは上記（2）の分離困難性に該当する。また会話者の映像
および発話が収録の中心であり，他の著作物が主要な構成物となることは少ない 5。これは上記（3）
の軽微な構成部分に該当する。更に CEJCは学術教育利用を主目的とするものであり，また商業
利用についても統計情報に落としたものに限るため，著作権者の利益を不当に害することはない。
これは上記（4）の不当な利益侵害でないことに該当する。
　以上のことから，CEJCの映像・音声データに写り込んだ著作物の多くは，著作権侵害に当た
るものではないと考えられる。

■公開方針
　上記四つの要件，特に（2）の分離困難性，（3）の軽微な構成部分，（4）の利益不侵害性の観点から，
著作権侵害に当たらないと考えられるものについては，ボカシなどの処理は行わず，そのまま映
像・音声を公開する（図 2）。上述の通り，CEJCの映像・音声データに写り込んだ著作物の多く
は，著作権侵害に当たるものではないと判断する。

　しかし，まれに著作権侵害の可能性があると考えられる事例もある。これまでにそのように判
断した事例を挙げる。

事例 1  絵本を 1冊通しで読んでいる場面。日常場面で絵本を読むこと自体は私的利用の範囲で
あり著作権上の問題とはならないが，絵本を読むという場面を主として収録し公開する
ことは，写り込みの範囲を越えている可能性がある。またその発話を転記すると，絵本
の文章部分が復元できてしまうという問題もある。

5 協力者には，できるだけテレビなどの著作物が大きく写り込まないよう，カメラの向きや距離などを配慮
するよう伝えている。

図 2　テレビを見ながら家族で雑談している例：テレビ画面にボカシ
 処理を加えず公開
 （論文掲載に際し会話者の顔に薄くボカシを加えた）


















